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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次

第110期

第１四半期連結累計

(会計)期間

第111期

第１四半期連結累計

(会計)期間

第110期

会計期間
自　平成21年４月１日

至　平成21年６月30日

自　平成22年４月１日

至　平成22年６月30日

自　平成21年４月１日

至　平成22年３月31日

売上高 （千円） 3,081,143 4,137,12014,800,542

経常利益 （千円） 17,801 257,220 473,968

四半期（当期）純利益 （千円） 5,396 138,401 855,291

純資産額 （千円） 5,053,889 5,918,475 5,830,838

総資産額 （千円） 16,642,805 16,262,22216,288,712

１株当たり純資産額 （円） 351.83 412.07 405.94

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 0.38 9.64 59.54

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 30.4 36.4 35.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円） 564,367 563,488 1,762,592

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △580,415 △197,321 △503,156

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円） △124,619 △334,057 △1,407,603

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（千円） 231,717 248,901 218,437

従業員数 （名） 387 391 390

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

３　当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および子会社）において営まれている事業の

内容に重要な変更はありません。

また主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(名) 391 （74）

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数の（　）内は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員を外数で記載しております。

　

(2)　提出会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数名) 251　

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　臨時従業員の総数が従業員数の100分の10未満のため、その平均雇用人員数の記載を省略しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

　 精密化学品部門 1,640,902 53.9

　 機能材部門 623,335 35.6

　 機能樹脂部門 461,691 6.0

　 化成品部門 1,069,923 30.1

化学工業セグメント 3,795,853 36.4

その他セグメント － －

合　　　計 3,795,853 36.4

（注）１　金額は、販売価格に基づいております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　セグメント間の取引については、相殺消去しております。

(2)　受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

なお、化学工業事業は、受注生産は行っておりません。

セグメントの名称 　受注高(千円) 前年同四半期比(％) 　受注残高(千円) 前年同四半期比(％)

その他セグメント 81,316 22.2 16,157 452.9

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3)　販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比（％)

　 精密化学品部門 1,599,858 47.6

　 機能材部門 808,443 57.4

　 機能樹脂部門 487,215 6.7

　 化成品部門 1,170,202 25.3

化学工業セグメント 4,065,720 36.1

その他セグメント 71,399 △23.4

合　　　計 4,137,120 34.3

　（注）１　セグメント間取引については、相殺消去しております。

　　　　２　主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第１四半期会計期間 当第１四半期会計期間

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

丸石化学品株式会社 355,078 11.5 531,953 12.9

住友化学株式会社 235,056 7.6 507,155 12.3

　　　　３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

※　当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17
号　平成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計
基準適用指針第20号　平成20年３月21日）を適用しておりますが、適用後の報告セグメントは従来の事
業の種類別セグメントの区分と変わらないため、前年同四半期比を記載しております。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、アジア向け輸出関連の増加を主として企業業績の

回復は見られるものの、欧州の財政問題に端を発する混乱が不安視されたことによる株安や円高の傾向

が強まるなど、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の中で、当社グループは、本年度から３年間を対象期間として策定した「中期経営計

画」の基本方針に沿って更なる企業体質の改善強化に取り組むとともに、経営数値目標の達成に向けて

諸施策を講じてまいりました。

この結果、当第１四半期連結会計期間の当社グループの売上高は41億37百万円となり、前第１四半期連

結会計期間に比べて10億55百万円の増収となりました。

損益面におきましても、営業利益２億74百万円、経常利益２億57百万円、四半期純利益１億38百万円と

なり、前第１四半期連結会計期間と比較し大幅な増益となりました。

[事業部門別の売上高の概況]

区　　分

前第１四半期

連結会計期間

当第１四半期

連結会計期間
増　減

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率

　

　 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

精密化学品部門 1,083 35.2 1,599 38.7 515 47.6

機能材部門 513 16.7 808 19.5 294 57.4

機能樹脂部門 456 14.8 487 11.8 30 6.7

化成品部門 933 30.3 1,170 28.3 236 25.3

化学工業セグメント 2,987 97.0 4,065 98.3 1,077 36.1

その他セグメント 93 3.0 71 1.7 △21 △23.4

合　　　計 3,081 100.0 4,137 100.0 1,055 34.3

＜化学工業セグメント＞

当セグメントの売上高は、40億65百万円となり、前第１四半期連結会計期間に比べて10億77百万円の増

収となりました。

(精密化学品部門)

農薬中間体は出荷数量が減少いたしましたが、電子材料の出荷が大幅に増加したため、売上高は15億

99百万円と、前第１四半期連結会計期間に比べて５億15百万円の増収となりました。
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(機能材部門)

ゴム薬品の出荷数量が増加したため、売上高は８億８百万円と、前第１四半期連結会計期間に比べて

２億94百万円の増収となりました。

(機能樹脂部門)

加工樹脂およびワニスとも出荷数量が増加したため、売上高は４億87百万円と、前第１四半期連結会

計期間に比べて30百万円の増収となりました。

(化成品部門)

可塑剤についても出荷数量が増加したため、売上高は11億70百万円と、前第１四半期連結会計期間に

比べて２億36百万円の増収となりました。

＜その他セグメント＞

当セグメントの化学分析受託事業の売上高は、土壌調査関係が減少し71百万円と、前第１四半期連結会

計期間に比べて21百万円の減収となりました。

　
※　当第１四半期連結会計期間から、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第

17号　平成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第20号　平成20年３月21日）を適用しておりますが、適用後の報告セグメントは従

来の事業の種類別セグメントの区分と変わらないため、前年同四半期比により記載しております。

　

(2)　連結財政状態に関する定性的情報　

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産額は162億62百万円となり、前連結会計年度末と比較して26百万

円の減少となりました。これは、固定資産で減価償却の実施等による減少および繰延税金資産の減少が、

播磨工場事務棟新設等の新規取得による増加を上回ったことにより52百万円減少し、流動資産で商品及

び製品の増加等が受取手形及び売掛金の回収による減少等を上回ったことにより26百万円増加したこと

が主な要因であります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債総額は、103億43百万円となり、前連結会計年度末と比較して１億

14百万円の減少となりました。これは、支払手形及び買掛金の３億61百万円の増加、短期借入金の２億41

百万円の減少、未払法人税等の１億31百万円の減少、退職給付引当金の１億30百万円の減少が主な要因で

あります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は、59億18百万円となり、前連結会計年度末と比較して87百万円

の増加となりました。これは、利益剰余金が95百万円増加したことが主な要因であります。
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(3)　キャッシュ・フローの状況

区　分

前第１四半期

連結会計期間

当第１四半期

連結会計期間
増　減

金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー 564 563 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △580 △197 383

財務活動によるキャッシュ・フロー △124 △334 △209

現金及び現金同等物に係る換算差額 8 △1 △10

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △131 30 162

現金及び現金同等物の期首残高 363 218 △145

現金及び現金同等物の期末残高 231 248 17

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、２億48百万円

と、前第１四半期連結会計期間に比べて17百万円の増加となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、増加した資金は５億63百万円（前第１四半期連結会計期間比０百万円減）となりま

した。

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益２億32百万円、減価償却費２億78百万円、仕入債務の増

加３億62百万円などであり、支出の主な内訳は、退職給付引当金の減少１億21百万円、たな卸資産の増加

２億３百万円などであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は１億97百万円（前第１四半期連結会計期間比３億83百万円増）とな

りました。

主な内容は、有形固定資産の取得１億99百万円などであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は３億34百万円（前第１四半期連結会計期間比２億９百万円減）とな

りました。主な内容は、短期借入金の減少２億42百万円、長期借入金の返済による支出47百万円、配当金の

支払による支出43百万円などであります。

　
(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた問題はありません。

　
(5)　研究開発活動

当第１四半期連結会計期間における当グループが支出した研究開発費の総額は97百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2)　設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成22年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成22年８月11日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 14,440,000 14,440,000
大阪証券取引所
市場第二部

単元株式数は1,000株
であります。

計 14,440,000 14,440,000－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成22年６月30日 － 14,440 － 1,572,000 － 1,008,755

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており

ません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

　

①　【発行済株式】

平成22年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 － － －

議決権制限株式（自己株式等） 　 － － －

議決権制限株式（その他） 　 － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 76,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,234,00014,234 －

単元未満株式 普通株式 130,000 － －

発行済株式総数 　 14,440,000 － －

総株主の議決権 　 － 14,234 －

（注）「単元未満株式」の株式数には当社所有の自己株式64株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成22年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

田岡化学工業株式会社
大阪市淀川区西三国

四丁目２番11号
76,000 － 76,000 0.53

計 － 76,000 － 76,000 0.53

　
２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成22年４月 ５月 ６月

最高(円) 220 213 195

最低(円) 181 173 177

　　(注)株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）および前第１四半期

連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基

づき、当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）および当第１四半期連

結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づ

いて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月

１日から平成21年６月30日まで）および前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月

30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第１四半

期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）および当第１四半期連結累計期間（平成

22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人

により四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７

月１日をもって、有限責任 あずさ監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 248,901 218,437

受取手形及び売掛金 4,257,499 4,333,217

商品及び製品 2,776,754 2,651,623

仕掛品 71,727 34,221

原材料及び貯蔵品 1,272,400 1,231,226

その他 261,672 394,233

貸倒引当金 △112 △173

流動資産合計 8,888,844 8,862,786

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,468,438 6,285,228

減価償却累計額 △4,260,680 △4,207,774

建物及び構築物（純額） 2,207,758 2,077,453

機械装置及び運搬具 16,253,929 16,185,329

減価償却累計額 △13,891,702 △13,791,478

機械装置及び運搬具（純額） 2,362,226 2,393,850

その他 3,474,163 3,517,278

減価償却累計額 △1,438,687 △1,423,624

その他（純額） 2,035,476 2,093,653

有形固定資産合計 6,605,461 6,564,957

無形固定資産 112,339 130,435

投資その他の資産

その他 658,677 733,633

貸倒引当金 △3,100 △3,100

投資その他の資産合計 655,577 730,533

固定資産合計 7,373,378 7,425,926

資産合計 16,262,222 16,288,712
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,342,929 2,981,681

短期借入金 2,075,640 2,317,240

1年内返済予定の長期借入金 1,041,000 441,000

未払法人税等 8,154 139,931

賞与引当金 166,029 327,677

その他 1,298,043 1,079,433

流動負債合計 7,931,797 7,286,964

固定負債

長期借入金 936,000 1,585,000

退職給付引当金 1,205,641 1,336,610

役員退職慰労引当金 42,806 48,741

その他 227,502 200,558

固定負債合計 2,411,949 3,170,910

負債合計 10,343,746 10,457,874

純資産の部

株主資本

資本金 1,572,000 1,572,000

資本剰余金 1,008,755 1,008,755

利益剰余金 3,375,848 3,280,538

自己株式 △21,395 △21,156

株主資本合計 5,935,208 5,840,138

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 43,717 53,193

為替換算調整勘定 △60,451 △62,493

評価・換算差額等合計 △16,733 △9,299

純資産合計 5,918,475 5,830,838

負債純資産合計 16,262,222 16,288,712
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 3,081,143 4,137,120

売上原価 2,494,993 3,297,229

売上総利益 586,149 839,890

販売費及び一般管理費

運送費及び保管費 88,785 117,892

給料手当及び福利費 201,980 209,631

退職給付引当金繰入額 7,164 7,547

役員退職慰労引当金繰入額 5,012 4,264

研究開発費 101,434 97,708

その他 148,582 128,505

販売費及び一般管理費合計 552,959 565,550

営業利益 33,190 274,340

営業外収益

受取利息 199 48

受取配当金 1,599 1,764

その他 2,324 4,769

営業外収益合計 4,123 6,582

営業外費用

支払利息 16,367 13,149

為替差損 2,848 7,072

その他 295 3,479

営業外費用合計 19,511 23,701

経常利益 17,801 257,220

特別利益

退職給付制度終了益 － 9,839

特別利益合計 － 9,839

特別損失

固定資産除却損 6,869 1,850

過年度消費税等 － 33,053

特別損失合計 6,869 34,903

税金等調整前四半期純利益 10,932 232,157

法人税、住民税及び事業税 2,697 3,581

法人税等調整額 2,837 90,173

法人税等合計 5,535 93,755

少数株主損益調整前四半期純利益 － 138,401

四半期純利益 5,396 138,401
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 10,932 232,157

減価償却費 324,030 278,310

貸倒引当金の増減額（△は減少） △39 △60

退職給付引当金の増減額（△は減少） 28,989 △121,130

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △46,287 △5,935

環境対策引当金の増減額（△は減少） △1,647 －

受取利息及び受取配当金 △1,798 △1,813

支払利息 16,367 13,149

固定資産除却損 6,869 1,850

退職給付制度終了益 － △9,839

売上債権の増減額（△は増加） 1,204,794 75,327

たな卸資産の増減額（△は増加） △99,951 △203,770

仕入債務の増減額（△は減少） △705,091 362,747

その他 △145,550 93,903

小計 591,617 714,895

利息及び配当金の受取額 1,798 1,822

利息の支払額 △20,321 △17,961

法人税等の支払額 △8,727 △135,268

営業活動によるキャッシュ・フロー 564,367 563,488

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △564,101 △199,175

有形固定資産の売却による収入 － 1,484

無形固定資産の取得による支出 △9,747 △5,576

投資有価証券の取得による支出 △29 △30

その他 △6,537 5,975

投資活動によるキャッシュ・フロー △580,415 △197,321

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △544,996 △242,013

長期借入れによる収入 490,000 －

長期借入金の返済による支出 △26,270 △47,945

自己株式の増減額（△は増加） △191 △238

配当金の支払額 △43,097 △43,091

その他 △63 △768

財務活動によるキャッシュ・フロー △124,619 △334,057

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,864 △1,644

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △131,803 30,464

現金及び現金同等物の期首残高 363,520 218,437

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 231,717

※１
 248,901
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

会計処理基準に関する事項の変更

(1)　「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31

日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しております。

なお、これによる営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影響はございません。

(2)　「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用

当第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成20年９月

26日）を適用しております。

これに伴い、たな卸資産の評価方法を後入先出法から、総平均法に変更しております。

なお、これによる営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

　

【表示方法の変更】

　

当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第１四半期連結累計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　

当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

１．たな卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略して前連結会計年度末の実地

たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。また、たな卸資産の簿価切り下げに

関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によってお

ります。

２．固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。
　

　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年４月１日  至　平成22年６月30日)

１．原価差異の繰延処理

操業度等の季節的な変動に起因して発生した原価差異につきましては、原価計算期間末までにほぼ解消が見

込まれるため、当該原価差異を流動負債（その他）として繰延べております。

２．税金費用の計算

一部の連結子会社については、当第１四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用して

おります。なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示しております。
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【追加情報】

　

当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年４月１日  至　平成22年６月30日)

退職給付引当金

適格退職年金制度が平成24年３月31日で廃止されるため、当社は、現行の適格退職年金について、平成22年５

月31日に終了し、平成22年６月１日から退職一時金制度の一部について確定拠出年金制度を導入しております。

本導入に伴い「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号　平成14年１月

31日）を適用し、特別利益として、9,839千円を計上しております。

　

【注記事項】

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連

結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係

(平成21年６月30日現在)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連

結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係

(平成22年６月30日現在)

　

現金及び預金勘定 231,717千円

現金及び現金同等物 231,717千円

　

現金及び預金勘定 248,901千円

現金及び現金同等物 248,901千円

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）および当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１

日　至　平成22年６月30日）

１　発行済株式の種類および総数

株式の種類
当第１四半期

連結会計期間末(株)

　普通株式 14,440,000

　

２　自己株式の種類および総数

株式の種類
当第１四半期

連結会計期間末(株)

　普通株式 77,358

　

３　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 43,091 3.00平成22年３月31日平成22年６月30日

　

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日）

　
化学工業

(千円)

その他

(千円)

計

(千円)

消去又は
全社

(千円)

連結

(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 2,987,88493,2583,081,143 － 3,081,143

(2)セグメント間の内部売上高又
は振替高

－ 164,025164,025(164,025) －

計 2,987,884257,2833,245,168(164,025)3,081,143

営業利益 14,519 △745 13,774 19,415 33,190

(注) １　事業の区分は、日本標準産業分類に基づいております。

２　各区分の主な事業の内容

(1)化学工業…精密化学品、機能材、機能樹脂、化成品

(2)その他…化学分析他

３　配賦不能営業費用はありません。
　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

全セグメントの売上高に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記載を

省略しております。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　 北米 欧州 その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 187,244 11,171 246,933 445,349

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 3,081,143

Ⅲ　連結売上高に占める　　　海外
売上高の割合（％）

6.1 0.4 8.0 14.5

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本国以外の区分に属する主な国又は地域

(1) 北米…米国

(2) 欧州…オランダ、ベルギー

(3) その他…中国、台湾、タイ

３　海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

　

（追加情報）

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号　平成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会

が経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。

当社の報告セグメントは、「化学工業セグメント」を報告セグメントとしており、精密化学品、機

能材、機能樹脂、化成品の製造販売をしております。

　

２．報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日）

（単位：千円）

　

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３化学工業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,065,720 71,399 4,137,120 － 4,137,120

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 180,649 180,649△180,649 －

計 4,065,720252,0484,317,769△180,6494,137,120

セグメント利益
又は損失（△）

267,138 △4,186 262,951 11,388 274,340

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、化学分析受託事業および構内物流

業務受託事業等であります。

２  セグメント利益又は損失の調整額11,388千円は、セグメント間取引の消去であります。

３  セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　

当第１四半期連結会計期間末

(平成22年６月30日)

前連結会計年度末

(平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 412円07銭

　

１株当たり純資産額 405円94銭

　　 　
(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　
当第１四半期連結会計期間末

(平成22年６月30日)

前連結会計年度末

(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額（千円） 5,918,475 5,830,838

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

普通株式に係る四半期（期末）の純資産額（千円） 5,918,475 5,830,838

１株当たり純資産額の算定に用いられた
四半期（期末）の普通株式の数（千株）

14,362 14,363

　

２　１株当たり四半期純利益金額等

第１四半期連結累計期間

　

前第１四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 0円38銭

　

１株当たり四半期純利益金額 9円64銭

　　 　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 ２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

前第１四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 　 　

　四半期純利益（千円） 5,396 138,401

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純利益（千円） 5,396 138,401

　普通株式の期中平均株式数（千株） 14,365 14,363

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月11日

田岡化学工業株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    後　　藤　　研　　了   印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    野    友    之    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田岡

化学工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４　月１日から平成21

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田岡化学工業株式会社及び連結子会社の平成

21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月11日

田岡化学工業株式会社

取締役会  御中

　

　　　　有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    後　　藤　　研　　了    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　　野　　友　　之    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている田岡

化学工業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成

22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、田岡化学工業株式会社及び連結子会社の平成

22年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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